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	 我々はHeIIでのcoflow(超流動速度場と常流動速度場を同方向に流す)におい
て生じる非一様な量子乱流のダイナミクスについて研究した。管内流れにおけ

る量子乱流の研究は半世紀以上に渡り行われてきた。最も典型的な状況は熱対

向流での研究であり、多くの研究者により膨大な実験的、理論的研究がなされ

てきた。また、これらの研究における常流動流れ場は実験においては確認され

ることはなく、理論的研究においても簡単のために一様であるとして行われて

きた。しかし近年の可視化実験[1]により常流体は非一様に振る舞うことが確認
され、非一様な量子乱流の重要性が示された。一方で管内流れにおける別の状

況としてcoflowがあるが、この状況下での研究は今までほとんど行われてこなか
った。しかし近年、coflowでの量子乱流の実験[2]が行われ、熱対向流での特徴
と異なる結果が観測された。	 

	 我々は coflow の状況下で非一様な常流
動流れ場を課して数値計算を行った結果、

量子渦はパラメーターに依存して図１の

ように空間的に局在するか、ほとんど一様

に分布するかの二つの状態を持つことが

分かった。この空間的偏りは非一様な熱対

向流でのシミュレーション[3]と異なり、流
れ方向に対して渦が縮退する。偏りの位置

は相互摩擦が原因となり決まるので、この

分布の偏りを引き起こすかどうかは温度

と速度によって決まる。また分布の偏りが生じたときに、超流動速度場が常流

動速度場に一致してくる。このことを示す先行研究[4]での問題点を解決し、同
様の結果を得た。 
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図１、流れ方向から見た量子渦の分布 


